
　　　発行者名
調査の観点 東京書籍 教育出版 帝国書院 山川出版社 日本文教出版 育鵬社 学び舎
１　内容
（１）学習指導要
領に示された各学
年の目標及び内
容の押さえ方に対
して配慮している
か。
（２）生徒の発達
段階に対して配慮
しているか。

(１)目標及び内容の押さえ方に対する配慮
・見方・考え方を捉え、働かせるプロセスを通じ
「深い学び」が実現できるよう工夫している。
・概ね４ページに１か所以上設定された「見方・
考え方」コーナーにて見方・考え方に基づき学
んだことを説明させる問いを設定している。
(２)生徒の発達段階に対する配慮
・p.６･７「歴史へのとびら」にて小学校での既習
人物・文化財等一覧を記載している。
・各単元タイトル横「学習課題」により学習を見
通せるよう工夫している。
・各章末「基礎・基本のまとめ」「まとめの活動」
にて知識・技能が定着するよう工夫している。

(１)目標及び内容の押さえ方に対する配慮
・p.７～９「歴史の見方・考え方と学習の進め方」
にて歴史的な見方・考え方に基づく思考方法を
分かりやすく説明している。
・「歴史の技」「読み解こう」コーナーにて資料を
活用した見方・考え方の手法を身に付けさせる
よう工夫している。
(２)生徒の発達段階に対する配慮
・小学校の教科書で登場した人物にマークを付
け学習の接続を意識させるよう工夫している。
・各単元タイトル下「学習課題」により学習を見
通せるよう工夫している。
・各章末「学習のまとめと表現」にて知識・技能
が定着するよう工夫している。

(１)目標及び内容の押さえ方に対する配慮
・各章末「章の学習を振り返ろう」にて時代の特
色の説明活動により歴史的な見方・考え方を働
かせる構成となっている。
・各章はじめの「タイムトラベル」にて小学校での
既習内容を振り返らせたり、「多面的・多角的に
考えてみよう」にて高等学校等での歴史的な見
方・考え方による活動につなげたりするよう構成
している。
(２)生徒の発達段階に対する配慮
・p.１「歴史をたどろう」にて小学校で学んだ人物
を想起させる工夫をしている。
・各単元タイトル右「学習課題」により、学習を見
通せるよう工夫している。
・各章末「章の学習を振り返ろう」にて知識・技
能が定着するよう工夫している。

(１)目標及び内容の押さえ方に対する配慮
・全単元の「ステップアップ」コーナー及び写真
やグラフ等資料に黄色い枠囲みの問いを付け、
歴史的な見方・考え方を身に付けさせる工夫を
している。
・p.５６･５７他「歴史を考えよう」にて歴史的な見
方・考え方をはたらかせ資料を読み取る場面を
設けている。
(２)生徒の発達段階に対する配慮
・各単元タイトル下の課題により学習を見通せる
よう工夫している。
・各章末「まとめ」にて知識・技能が定着するよう
工夫している。
・小さなフォントによる文章増と推移・因果関係・
差違等記述により歴史の流れを理解させ、用語
解説により知識・技能を定着させる工夫をしてい
る。自学に役立つ。

(１)目標及び内容の押さえ方に対する配慮
・p.１２・１３「歴史的な見方・考え方とは」にて小
学校の歴史学習を振り返らせ、歴史の見方・考
え方を学ばせる構成となっている。
・全単元の「学習課題」「見方・考え方」コーナー
により知識と歴史的な見方・考え方が身に付くよ
う構成している。
(２)生徒の発達段階に対する配慮
・p.６・７にて小学校で学んだ人物を想起させる
工夫をしている。
・各単元タイトル左「学習課題」により学習を見
通せるよう工夫している。
・各章末「学習の整理と活用」にて知識・技能が
定着するよう工夫している。

(１)目標及び内容の押さえ方に対する配慮
・p.１８「歴史ワクワク調査隊・６つの心得」にて
歴史の見方・考え方の方法を扱っている。
・日本史に関する豊富な人物や資料により日本
を世界との関連や時代毎の比較等から捉える
よう工夫している。
・巻頭③④「日本の美の形」、p.１９「海洋国家日
本の歩み」、p.４４「日本人の宗教観」、巻末③④
「日本列島歴史の宝庫」にて日本の歴史・伝統
に対する誇り、p.４７「天皇と皇帝」、p.２８２「国民
とともに歩む天皇」にて天皇に対する崇敬の念
を示すなどの視点を扱っている。
(２)生徒の発達段階に対する配慮
・p.８～１１「歴史の流れと先人の活躍」、p.２０・２
１他「歴史絵巻」にて小学校で学んだ人物を想
起させる工夫をしてている。
・各単元タイトル右「課題」により学習を見通せ
るよう工夫をしている。
・各章末「学習のまとめ」にて知識・技能が定着
するよう工夫している。

(１)目標及び内容の押さえ方に対する配慮
・各章扉ページにて絵や写真から各時代の各地
の様子を想像・予想させるよう工夫している。
・各時代の人々の具体的な生活が分かる資料
や様々な立場・視点から歴史を捉えさせること
により見方・考え方を働かせるよう工夫してい
る。
(２)生徒の発達段階に対する配慮
・p.６･７「歴史を楽しく学ぼう」にて小学校で学ん
だ人物を想起させる工夫をしている。
・各単元タイトル、写真及び課題により学習を見
通せるよう工夫している。
・各章末のふりかえりとまとめにて知識・技能が
定着するよう工夫している。

２　構成上の工夫
（１）重点調査項
目
「主体的・対話的
で深い学び」の実
現に向け配慮して
いるか。
（２）構成・分量
等、生徒の発達
段階を十分に配
慮しているか。

(１)「主体的・対話的で深い学び」の実現
・導入時、各章「探究課題」、各節「探究のステッ
プ」を設定し、課題を探究・解決する活動を展開
する構成となっている。
・２２のテーマを設定した「みんなでチャレンジ」
コーナーによりグループで共通テーマについて
考えを深めあう活動の課題が設定され、「主体
的・対話的な学び」の機会を多くもてるよう工夫
している。
・各章末「まとめ学習」にてくらげチャート、X
チャート、ピラミッドストラクチャー、ウェビング、
ステップチャート、ランキングの作業をグループ
により学習させることで、論理的思考を習得させ
る構成となっている。
(２)構成・分量
・本文１９４ページ、本編２８１ページ、７章構成
である。本編１０１単位時間程度であり、標準時
数・発達段階に合致している。
・見開き２ページで１単位時間を構成している。
・左上に本時の学習課題、左下に年表、右下に
チェック・トライの項目があり、本時の展開が分
かり易い。
・イラストや写真等資料が多く、見易く配置して
いる。

(１)「主体的・対話的で深い学び」の実現
・導入、本時・特設、まとめと表現から構成され、
共に学ぶ力、深く学ぶ力を育むよう工夫してい
る。
・「歴史の技」「読み解こう」「Ｑ」の問いにより、
多様な資料を用い時代の特色を考察する技能
が身に付くよう工夫している。
・全単元「確認」「表現」コーナーにより知識を定
着させるよう工夫している。
・各章末「学習のまとめと表現」で新聞や表の作
成、資料の比較、関係図へのまとめ等の活動を
通し論理的思考力を身に付けさせる構成となっ
ている。
・「歴史を探ろう」のテーマを現代につなげ、生徒
の興味を引き出すよう工夫している。
(２)構成・分量
・本文１９４ページ、本編２８８ページ、７章構成
である。本編１００単位時間程度であり、標準時
数・発達段階に合致している。
・見開き２ページで１単位時間を構成している。
・左上に年表、学習課題、右下に表現の項目が
あり、本時の展開が分かり易い。
・イラストや写真等資料が多く、見易く配置して
いる。

(１)「主体的・対話的で深い学び」の実現
・導入の工夫、見通し・振返り活動、情報分析技
能習得の充実により、主体的な学びとなるよう
工夫している。
・コラム２種（テーマ数４３「未来に向けて」、同３
「多面的・多角的に考えてみよう」）にて言語活
動や様々な立場や選択を踏まえ考察する活動
を設定し、「主体的・対話的な学び」が実現する
よう工夫している。
・全単元にて学んだことを確認・説明する問いを
設け、表現力を育成する構成となっている。
・文化史・社会史に１８テーマの地域史を加え、
互いの文化を尊重しあう態度を涵養するよう工
夫している。
(２)構成・分量
・本文２０８ページ、本編２８５ページ、２部６章構
成である。本編９２単位時間程度であり、標準時
数・発達段階に合致している。
・見開き２ページ１単位時間構成である。
・左上に学習課題、右下に「確認しよう」「説明し
よう」の項目があり、本時の展開が分かり易い。
・イラストや写真等資料が多く、見易く配置して
いる。

(１)「主体的・対話的で深い学び」の実現
・導入発問、本文、図版・資料を読み解く発問、
まとめ・ステップアップから、歴史を学ぶ力を養う
よう工夫している。
・美術作品・遺物・史跡等から発問を設け、歴史
を考えさせる工夫をしている。
・１章にて歴史的分野における課題設定や取り
組む際の注意点等を記述している。
・各年代毎にまとめられている「歴史へのアプ
ローチ」で今日の社会へ通ずる由来や課題につ
いて言及している。歴史を身近に感じさせる工
夫をしている。
・特定の世紀を取り上げ世界地図とイラストで同
時代の歴史を意識させる工夫をしている。
(２)構成・分量
・本文１９３ページ、本編２８３ページ、７章構成
である。本編９６単位時間程度であり、標準時
数・発達段階に合致している。
・見開き２ページ１単位時間構成である。
・左上に導入の問い、右下にステップアップの項
目があり、本文を詳細に記述している。
・イラストや写真等資料が多く、見易く配置して
いる。

(１)「主体的・対話的で深い学び」の実現
・導入資料、学習課題、本文・図版、確認の流
れが生徒の思考に沿うよう工夫している。
・p.２９８～３０５「歴史との対話を未来に活かす」
にて災害・政治参加・世界平和の現代的課題を
深く学び、よりよい未来の創造のため何が大切
か解決策を考えるよう手順を示し構成している。
主体的・対話的な学びの実現及び公民的分野
の予習となるよう工夫している。
・各編・章導入にて日本に影響を与えた世界の
歴史を世界地図・イラストにより説明し、推移・
相互の関連を示すことにより各時代の特色の理
解が深まるよう工夫している。
(２)構成・分量
・本文２０９ページ、本編２９７ページ、６編構成
である。本編９０単位時間程度であり、標準時
数・発達段階に合致している。
・資料や本文の多さから２～３ページで１単位時
間を構成している。
・左上に学習課題、右側に年表、右下に確認の
項目があり、本時の展開が分かり易い。
・イラストや写真等資料が多く、見易く配置して
いる。

(１)「主体的・対話的で深い学び」の実現
・「つかむ→調べる→まとめる→表現する」課題
解決的な学習に教材が配列され、知識・思考・
判断・表現が一体化するよう工夫している。
・各単元はじめの中学生イラストの吹き出しによ
り資料に関する問いを設け、対話的な授業に導
く構成となっている。
・p.２８・２９他「歴史ズームイン」やp.６８他「なで
しこ日本史」等のコラム・資料により歴史に関す
る様々な情報を効果的に調べまとめる学習を設
定している。
・p.６４他「歴史のターニングポイント」にて複数
の資料を基に異なる立場から考えさせる工夫を
している。
(２)構成・分量
・まとまった「現代」の記述により本文１７４ペー
ジ、本編２８９ページに収まる。２部６章構成であ
る。本編８６単位時間程度である。標準時数・発
達段階に合致している。
・見開き２ページで１単位時間を構成している。
・左上に課題、右下にまとめの項目があり、本
時の展開が分かり易い。
・イラストや写真等資料が多く、見易く配置して
いる。

(１)「主体的・対話的で深い学び」の実現
・「対話・討論にチャレンジ」や各章末の振返り、
まとめに考えを深める課題やグループ活動が示
され、主体的・対話的な学びにつながるよう工
夫している。
・大きく鮮明な図版、太字をなくした文章・地図・
グラフ・注釈から構成され、生徒の疑問や問い
を引き出すよう構成している。
・日本史の背景となる世界史の記述を充実さ
せ、日本と世界の歴史・文化の相互関連を理解
させる工夫をしている。
・全編を通じ、民衆や女性、子供の視点で単元
が設定され、様々な角度・立場から課題を追究
するよう工夫している。
(２)構成・分量
・本文２２６ページ、本編２８１ページ、６部１０章
構成である。本編１１３単位時間程度であり、指
導計画時間上限に近い。
・見開き２ページで１単位時間を構成している。
・左上に導入としての問いを明示し、太字や重
要語句を表記せず、内容を理解する姿勢を育て
る構成となっている。
・イラストや写真等資料が多く、見易く配置して
いる。

３　情報活用能力
の育成に関する
配慮をしている
か。
（１）生徒の情報
活用能力を育む
構成となっている
か。
（２）生徒一人一
人がコンピュータ
を活用できる工夫
がされているか。

(１)情報活用能力を育む構成
・p.１４～１７「身近な地域の歴史」に調査・発表
方法を記載している。
(２)コンピュータ活用の工夫
・ＱＲコード・ＵＲＬ読込みによりクイズ、同社の
他教科・同教科他分野(地理・公民)教科書の
ページや動画等３５項目のデジタルコンテンツ
が開くよう工夫している。
・p.２４５･２７７「スキルアップ」にてインターネッ
ト、プレゼンテーション・ソフト活用を扱っている。

(１)情報活用能力を育む構成
・p.１０～１６「身近な地域の歴史を調べよう」に
調査・発表方法を記載している。
(２)コンピュータ活用の工夫
・ＱＲコード・URL読込みにより同社の「まなびリ
ンク」から文化財データベースや博物館等が開
く。調べ学習への意欲やスキルを十分もってい
る生徒には役立つと考える。
・p.１０～１６地域調査の手引きがインターネット
を活用し学習する構成となっている。

(１)情報活用能力を育む構成
・p.６～１１「歴史の調べ方・まとめ方・発表のし
かた」に調査・発表方法を記載している。
(２)コンピュータ活用の工夫
・ＱＲコード読込みにより当教科書掲載の復習
ページの解答、時代特徴を描いたイラストや年
表、学習内容に関連するNHKforSchoolの数十
以上の動画等のデジタルコンテンツが開く。

(１)情報活用能力を育む構成
・p.８～１３「身近な地域を調べよう」に調査・発
表方法を記載している。
(２)コンピュータ活用の工夫
・ＱＲコード読込みにより学習内容に関連する博
物館や動画(８点、内NHKforSchoolの動画５点、
音声１点)のウェブサイトが開く。学習を深めるこ
とに役立つ。

(１)情報活用能力を育む構成
・p.８他コラム「スキルup」に調査・発表方法を記
載している。
(２)コンピュータ活用の工夫
・ＱＲコード読込みにより動画３点(天地返し、戦
時下の日本、戦後の東京)とスライド１点、発展
的な学習のワークシート、博物館等へのリンク
等が開き、関連する学習に役立つ。
・p.１０２コラムにて、コンピュータを活用し地域を
調査する方法を扱っている。

(１)情報活用能力を育む構成
・p.１３～１８「地域の歴史を調べてみよう」に調
査・発表方法を記載している。
(２)コンピュータ活用の工夫
・ＱＲコード・ウェブサイトは示されていない。
・p.１８で「パソコンを用いて効果的に発表するの
もよい」、p.２９０歴史新聞作成手順にて「イン
ターネットなどを利用するとよい」と記述し、p.１０
「歴史人物Ｑ＆Ａカードをつくろう」にてインター
ネットでの情報の活用に触れている。

(１)情報活用能力を育む構成
・p.１３２・１３３「歴史への案内」に調査・発表方
法を記載している。
(２)コンピュータ活用の工夫
・ＱＲコード・ウェブサイトは示されていない。
・p.１０４、１０５洛中洛外図屏風にてインターネッ
ト検索を扱っている。
・p.２１０、２１１「歴史を体験する」にて人物調べ
でのインターネット活用を扱っている。

４　使用上の便宜
（１）教員にとっ
て、使いやすくす
るための配慮がさ
れているか。
（２）生徒にとっ
て、読みやすい表
現であるか。
（３）地域性に対し
て配慮している
か。

(１)教員にとっての使いやすさ
・ＡＢ判見開き２ページで１単位時間が構成さ
れ、授業計画を立てやすい。
・各章に「導入の活動」「基礎・基本のまとめ」
「まとめの活動」があり、導入・振返りの指導に
活用できる。
(２)生徒にとっての読みやすさ
・読み易く（太字８点）、写真・イラストが鮮明であ
る（資料８点）。（一例・p.２０･２１人類の出現と進
化）
・全単元左ページ下部に時代区分を示してい
る。
(３)地域性
・p.２４４「地域の歴史を調べよう」にて東京大空
襲を扱っている。

(１)教員にとっての使いやすさ
・ＡＢ判見開き２ページで１単位時間が構成さ
れ、授業計画を立てやすい。
・各章に「学習を始めよう」「学習のまとめと表
現」があり、導入・振返りの指導に活用できる。
(２)生徒にとっての読みやすさ
・読み易く（太字７点）、写真・イラストが鮮明であ
る（資料９点）。（一例・p.２０･２１グレートジャー
ニー）
・全単元左ページタイトル上に時代区分を示し
ている。
(３)地域性
・p.１８２･１８３「身近な地域の歴史を調べよう」で
町田市の自由民権資料館等、多摩地区の資料
館等を扱っている。

(１)教員にとっての使いやすさ
・ＡＢ判見開き２ページで１単位時間が構成さ
れ、授業計画を立てやすい。
・各章はじめのイラスト「タイムトラベル」により生
徒の学びに向かう意欲を引き出し、考え気付か
せる工夫ができる。
(２)生徒にとっての読みやすさ
・読み易く（太字１０点）、写真・イラストが鮮明で
ある（資料１０点）。（一例・p.１４･１５人類がた
どった進化）
・全単元右ページ右側に時代区分を示してい
る。
(３)地域性
・p.２００･２０１「歴史を探ろう」にて幕末八王子
の生糸産業と題し、「絹の道」を扱っている。本
市生徒にとり歴史を身近に感じる。

(１)教員にとっての使いやすさ
・ＡＢ判見開き２ページで１単位時間が構成さ
れ、授業計画を立てやすい。
・p.３２他「歴史へのアプローチ」にてテーマを絞
り深く考えさせるよう工夫している。
(２)生徒にとっての読みやすさ
・読み易く（太字１７点）、写真・イラストが鮮明で
ある（資料６点）。（一例・p.１６･１７人類の誕生と
進化）
・出来事や人物等を網羅的に扱い、太字を多用
している。
(３)地域性
・本市にかかわる記述はないが、「地域からの
アプローチ」にて日本の諸地域から奈良・福岡・
等をバランス良く扱っている。

(１)教員にとっての使いやすさ
・ＡＢ判見開き２～３ページで１単位時間構成の
ため、授業計画に工夫が必要である。
・各編に「地図で見る世界の動き」「学習の整理
と活用」があり、導入・振返りの指導に活用でき
る。
(２)生徒にとっての読みやすさ
・読み易く（太字１０点）、写真・イラストが鮮明で
ある（資料７点）。（一例・p.１８･１９人類の出現）
・全単元右ページ右側に時代区分を示してい
る。
(３)地域性
・p.２５７「スキルup戦争遺跡の見学のしかた」に
て東大和市、p.１４１コラムにて玉川上水を扱っ
ている。

(１)教員にとっての使いやすさ
・ＡＢ判見開き２ページで１単位時間が構成さ
れ、授業計画を立てやすい。
・各章に「歴史絵巻」「虫の目で見る○○」「学習
のまとめ」があり、導入・振返りの指導に活用で
きる。
(２)生徒にとっての読みやすさ
・読み易く（太字５点）、写真・イラストが鮮明であ
る（資料６点）。（一例・p.２４･２５日本列島ができ
たころの人々）
(３)地域性
・p.１３０江戸の産業のコラムにて玉川上水を
扱っている。

(１)教員にとっての使いやすさ
・Ａ４判見開き２ページで１単位時間が構成さ
れ、授業計画を立てやすく、大きな資料等は授
業において活用し易い。
・各章扉の地図と資料により世界史的視点をも
たせる工夫をしている。
・推移・関連の記述が少なく、また新しい視点か
らの表現が多いことから、中学生に理解させる
上で工夫が必要となる。
(２)生徒にとっての読みやすさ
・本文に太字表記がない。写真・イラストは鮮明
である（資料７点）。（一例・p.１２･１３木から下り
たサル）
(３)地域性
・p.１３２･１３３「歴史への案内」にて羽村市から
小平市に流れる玉川上水を扱っている。

５　その他 （１）ＳＮＳや情報モラルについて
・p.２６５コラムにスマホやＳＮＳの登場を記載し
ている。
・p.１５調査方法にインターネット利用時・引用時
の注意を記載している。
（２）ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）について
・巻頭３とp.１に歴史の学びと持続可能な社会の
実現を関連付け、p.２７１本文にＳＤＧｓ採択を記
載している。
（３）オリンピック・パラリンピックについて
・p.２６２本文に１９６４オリンピックを、p.２４２･２４
３のコラムにオリンピック・パラリンピックと日本
の発展の記載がある。

（１）ＳＮＳや情報モラルについて
・p.２８１本文にスマホやソーシャルメディアの広
がりを記載している。
・p.１２調査方法にインターネット利用時・引用時
の注意を記載している。
（２）ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）について
・p.２８９「歴史の終わりに」に現代の課題とＳＤＧ
ｓを関連付けた記載がある。
（３）オリンピック・パラリンピックについて
・p.２７０本文に１９６４オリンピックを、p.２８３に
パラリンピックの写真を、p.２８５のコーナーで人
権尊重の実現に関連付けオリンピック・パラリン
ピックを記載している。

（１）ＳＮＳや情報モラルについて
・p.９情報の集め方にインターネット引用時の注
意を記載している。
（２）ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）について
・p.２８３注釈にてＳＤＧs採択に触れ、p.２８６･２８
７「未来に向けて」にてSDGs目標をもとにした
テーマ学習を展開している。
（３）オリンピック・パラリンピックについて
・p.２７０本文に１９６４オリ・パラを、p.２８２本文
に東京２０２０オリンピック・パラリンピックを記載
し、建設中の新国立競技場写真を掲載してい
る。

（１）ＳＮＳや情報モラルについて
・p.８身近な地域調査にインターネット利用時・引
用時の注意を記載している。
（２）ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）について
・かかわる記述はない。
（３）オリンピック・パラリンピックについて
・p.２７２に写真を掲載し、p.２７３本文で１９６４オ
リンピックを記載している。

（１）ＳＮＳや情報モラルについて
・かかわる記載はない。
（２）ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）について
・p.２９４･２９５コラムにて、北九州市のＳＤＧｓモ
デル都市選出を記載している。
・p.３００の課題例にて今日的課題を歴史的に振
返ることによりＳＤＧｓを意識させる記載がある。
（３）オリンピック・パラリンピックについて
・p.２７９本文に１９６４オリ・パラを、p.２８０･２８１
コラムに東京２０２０オリンピック・パラリンピック
を記載し、p.２６１に建設中の新国立競技場写真
を掲載している。

（１）ＳＮＳや情報モラルについて
・p.１４地域調査の方法として、学習におけるイ
ンターネット活用は公的機関のウェブページを
検索するよう推奨している。
（２）ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）について
・かかわる記述はない。
（３）オリンピック・パラリンピックについて
・p.２７０本文に１９６４オリンピックを、p.２８１本
文とコラムに東京２０２０オリンピック・パラリン
ピックを記載している。

（１）ＳＮＳや情報モラルについて
・p.６･７「歴史への案内」に調査方法としてイン
ターネットを記載している。
（２）ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）について
・p.２７７本文にＳＤＧｓ採択を記載している。
（３）オリンピック・パラリンピックについて
・p.２６４コラムに１９６４オリンピックを記載し、写
真も掲載している。
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